
可
観
小
設
容
刈

候一
、
大
丹
生
よ
り
踊
居
へ
道
程
五
盟
。
惣
て
上
経
へ
の
往
還
路
K

て
、
是
よ
り
方
々
へ
別
れ
申
候
。
此
五
阜
の
内
に
い
か
り
・五
丈
土
と

申
所
有
之
候
。
是
よ
り
大
ぬ
け
仕
候
得
共
、
如
何
様
に
成
居
申
候
哉
、

い
ま
だ
見
巾
者
無
之
由
。
今
度
雨
乞
仕
候
者
、
越
智
山
の
箆
尼
が
谷

ふ
し
ゃ
う
と
中
地
に
て
雨
乞
仕
候
。
共
日
仰
の
御
と
が
め
と
所
々
に
て

削
申
候
。
越
智
山
の
前
立
に
何
例
陀
て
候
哉
、
右
池
の
ょ
に
縫
子
を

か
き
据
也
雨
乞
仕
候
へ
ば
、
い
つ
も
雨
降
巾
候
施
、
今
年
は
降
不
巾

候
故
、
此
他
の
内
へ
打
込
候
へ
ば
俄
陀
其
所
ぐ
れ
ん
の
知
〈
陀
混

成
、
泌
し
候
桜
花
大
雨
降
刷
、
此
所
に
て
数
十
人
死
中
由
民
相
聞
申

候
。
叉
他
の
主
は
馬
の
鞍
に
候
成
、
発
を
打
破
候
故
共
中
候
。

但
右
往
還
五
恩
の
問
、
此
度
の
大
出世
陀
て
い
ま
だ
道
筋
付
不
申
候

故
、
締
居
よ
り
川
尻
迄
、
八
虫
許
狙
り
候
て
通
路
仕
候
。

茂

'?.t 

一
、
〈
み
附

此
ニ
ケ
所
海
の
際
に
て
、
桜
子
相
知
不
申
候
。

一
、
上
大
見

此
所
不
時
四
流
申
旨
。
法
雲
寺
と
申
寺
、
少
し
高
所

に
有
之
候
へ
共
、
後
の
小
山
不
残
腕
川
、
堂
内
へ
土
石
流
込
、
出
陣
裡

一
、
下
大
見

六
二
入

は
推
品
以
候
m
刊
北
ハ
、
費
物
は
位
持
不
残
取
出
、
鋳
棋
堂
へ
上
位
候
。

一
、

う

み

家

百
軒
許
有
之
。
在
所
の
内
に
小
川
宥
之
、
二
十

五
軒
流
。
北
ハ
外
何
も
閉
山
市
候
。
二
十
五
人
死
候
由
。

一

、

玉

川

家

八

十

軒

許

の
所
六
十
軒
流
、
二
十
人
許
死
申
候
。

て

ぬ

か

此

所

の

桜

子

は

不

相

知

候

由

。

て

か

ぶ

ら

き

家

六

十

軒

討
の
所
、
二
十
軒
流
候
由
。

て
い
〈
ら
越
前
に
て
三
崎
と
申
候
。
家
五
十
抑
制
許
の
所
不
残

流
、
漸
四
五
軒
抽
出
候
仰
共
、
米
掘
削
不
巾
候
由
。

一
、
奥
ぬ
き
家
百
軒
許
荷
之
候
成
、
五
十
軒
流
申
候
。
し
t
A

新

保
と
申
近
所
の
由
。
此
時
川
陀
侭
成
宥
と
申
図
波
の
御
坊
有
之
候
。
八

間
四
而
の
盆
不
抽
出
前
れ
、
出
家
内
十
三
人
溺
死
候
由
。

右
大
丹
生
よ
り
何
野
迄
、
二
日
許
も
懸
り
候
は
ピ
可
参
採
に
申
候
。

惣
て
路
無
之
、
所
々
少
し
充
般
に
て
通
路
仕
候
由
。

家
四
百
軒
許
流
申
候
由
。
玉
川
迄
結
に
て
ま
議

刻
、
玉
川
度
八
左
衛
門
と
申
者
附
申
候
。

一
、
若
狭
小
説
惣
休
不
残
水
活
申
候
。
水
深
さ
作
品
丈
許
、
地
形

雨
宮
所
は
五
尺
許
、
背
き
泥
水
に
て
候
。
米
綴
へ
務
申
所
下
は
へ
=
一

E
宛
活
中
候
。

此
滞
米
五
斗
五
引
侠
、
六
匁
三
分
陀
民
、
海
の
内
温

一
、
丹
後
宮
津

水
に
前
置
申
候
由
。
是
は
悲
水
の
匂
を
去
り
申
鴛
め
由
。
味
晴
・法相ザ

に
難
儀
仕
り
惣
て
食
事
勾
は
、
小
蹴
の
脇
陀
八
軒
許
水
溶
不
申
所
有

之
、
何
も
此
所
へ
参
候
由
。
鍋
銭
等
泥
の
内
陀
有
之
掘
削
申
曲
。
御

城
中
も
扱
巾
由
。
附
矢
hu
石
績
か
た
む
き
閉
山
巾
候
。
御
家
老
の
家
一

軒
は
、
不
残
狐
壕
仕
候
曲
。

右
小
部
の
俄
は
、
越
前
三
附
よ
り
会
話
快
鮪
頭
附
巾
候
。
此
佑
頭
見
申

時
分
は
い
ま
だ
水
引
不
巾
、
武
士
家
・川
底
共

損
亡
・死
人
等
の
俄

は
、
不
存
候
由
申
候
。

右
見
分
仕
候
悦
子
、
並
所
の
者
物
際
仕
候
細
胞
、
党
誌
に
仕
上
之
申

候
。
以
上
。

蛭
川
屋

孫
ノ、

七
月
十
一
日O 

江
戸
表
に

τ回
献
の
お

ハ
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
三
日
迄
、
酒
井
備
後
守
殴
飢
分
若
狭
小

抽
出
、
牧
野
河
内
守
殿
町
四
分
丹
後
悶
濯
、
稲
葉
内
陸
頭
殿
領
分
披
州
淀
、

西
闘
の
内
、
右
の
m
m
分
風
雨
拡
張
、

川
A

洪
水
、

堤
勾
押
切
披
内
城

下
並
百
姓
町
人
家
h
k

へ
水
抑
込
、
士
山
梨
川
県
之
大
水
に
て
、
一
一
一
日
或
は

四
日
水
引
不
申
、
其
内
は
無
食
に
て
漸
水
引
、
無
是
非
米
磁
の
錠
勾

可
税
小
説
容
刈

ね
ぢ
切
り
、
米
を
明
水
を
依
候
て
餓
を
凌
き
申
候
。
古
来
無
之
部
共

故
、
殺
て
の
心
得
も
無
之
、
用
心
般
も
不
弘
主
世
一
掛
川
挫
至
極
陀
及
候
。

今
以
て
飛
脚
の
往
来
も
漸
陀
仕
候
由
。
破
績
の
所
々
、
共
外
怪
放
事

共
も
多

t
t引
之
休
陀
候
へ
北
ハ
、
水
引
切
不
申
候
故
知
れ
不
巾
候
。
中
ん

知
行
所
は
皆
無
と
見
申
候
。
右
三
ケ
所
の
領
分
破
損
等
有
増
申
来
候

机刊共
、
移
数
都
放
難
v

叶蹴
副総
紙
-
候
。
此
外
西
岡
方
右
岡
田
風
間
強
〈

候
市
出
、
別
て
但
鳥
図
縫
同
断
の
趣
に
市
来
候
。
以
上
。

七
月
十
一
日

一
、
冷
泉
大
納
言
の
秀
歌

今
設
の
瓦
武
家
伴
奏
冷
糸
前
大
納
言
、
聞
東
下
向
の
節
富
士
の
詠
、

及
び
抽
出
松
の
院
に
て
の
歌
、
近
世
の
発
進
の
よ
し
、
京
師
よ
り
云
富
市
。

，、.
tu 

士

動
き
な
き
山
は
ふ
じ
の
根
す
た
ほ
な
る
紳
代
の
俊
の
姿
友
が
ら
に

開
凶
松

極
ま
き
し
脱
が
世
の
ふ
た
ば
蔭
ふ
り
て
E
L
K
名
前
宮
前
松
の
艮

一
、
米
仮
下
直
に
付
御
役
立

近
年
米
債
は
次
第
に
下
直
、
山
町刷
物
の
み
迫
日
間
直
陀
て
、
士
家
・操
業

の
も
の
商
民
は
、
官
家
の
み
日
々
宜
数
、
末
h
k

は
却
て
及
困
窮
候
由
。

フ可
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